



































































































































































































岩 瀬 彩 香・友 竹 浩 之・安 富 和 子・木下智恵子・竹 村　香・柴本むつ美
【目　的】
　近年，学童期のかめない，かまない食習慣
が指摘されている．平成22年度児童生徒の食
事状況等調査報告書によると，「食事はゆっ
くりとよくかんで食べる」のは，小学校男子
42.8％，女子53.7％となっており，咀嚼に対
する意識の低下がみられる．また，小学生の
好きな料理は，１位寿司，２位カレーライス・
ドライカレー・ハヤシライス，３位オムライ
ス，４位ラーメン，５位デザートの順であっ
た．これらの料理は，比較的かむ回数の少な
い料理である．
　本研究は，「親子健康教室」における咀嚼・
栄養指導および炒り大豆の摂取が，咬合力や
握力，食意識に与える効果を調べることを目
的とした．
【方　法】
①　実施期間，対象者
　平成29年１月14日，２月18日に実施した「か
む意識を高める親子健康教室」参加者23名
（小学校高学年）およびその保護者を対象と
した．飯田女子短期大学研究倫理委員会の承
認を得た後，参加者には，事前に教室の目的，
概要について説明を行い，調査に関して参加
者全員から同意を得た．
②　調査項目，教室内容
　調査項目は食生活やかむことに関する意識
調査（質問紙），握力，咀嚼力（ガム・グミ
を使用）とした．初回の教室では咀嚼・栄養
指導を行った後，初回調査を行った．第２回
教室でも初回と同様の調査を行い，初回調査
の結果と比較した．
　炒り大豆は１月14日～２月17日までの期間
中，１日20粒毎日摂取してもらい，摂取状況
やかむことの意識，食生活状況を毎日記録し
てもらった．
③　質問紙の内容および分類，得点の付け方
　質問は20問あり，食意識（７問）・かむ意
識（３問）・食習慣（５問）・食バランス（５
問）の４つに分類した．頻度または強度を４
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段階で評価してもらい，得点化した．
【結　果】
　今回参加した小学生の初回調査で得られた
結果（ベースライン）を解析すると，かむ意
識得点と食意識得点が，有意に相関していた
（P<0.001）．
　参加した小学生の初回調査と２回目の調査
の咀嚼力と握力を比較した結果，有意差はみ
られなかった．一方，「食意識得点」は，初
回調査の結果と比較して有意に高くなった
（P=0.002）．
　保護者では，「かむ意識得点」が有意に高
くなった．（P＝0.03）
【考　察】
　咀嚼力判定ガムによる結果は，初回調査の
時点で，ほぼ全員の参加者が高得点であった．
一方，咀嚼力判定グミによる調査は，小学生
によりバラツキがみられた．これらのことは，
初回調査と2回目の調査の咀嚼力に差が出に
くかった要因として考えられる．
　小学生の咀嚼に対する意識は調査以前から
高く，短期間かみごたえのある食品を継続し
て食べることでも，咀嚼や食への意識がさら
に上昇することがわかった．
【まとめ】
　本研究により，かむ意識を高めるためには，
食生活全体にアプローチする食教育を行って
いく必要がある．
　　報　告
「学校・家庭・地域と連携した咀嚼啓発活動の展開」
―カミンこうや家庭用小袋の開発―
安　富　和　子
【背　景】
　加工食品等の食べ物の軟食傾向により，噛
まなくても済む食生活の弊害として，子ども
たちの顎が小さくなり，不正咬合等の歯並び
や歯肉炎等の問題を持つ児童生徒が増加傾向
にある．
　学校給食においては噛めない，噛まない，
飲み込めないといった食べ方に問題を持つ子
どもたちの実態がうかがわれる．
【目　的】
　子どもたちの咀嚼機能の改善と向上のた
め，炒り大豆の実践，かみかみセンサーの開
発，かみかみ大使カミンの咀嚼啓発活動，か
みかみリレーの提唱，カミンこうやの開発等
を行ってきた．
　しかし，咀嚼の効用は分かっていても，行
動に移せず早食いになってしまう．咀嚼の意
識の継続化が難しい等の課題が，子どもや教
職員，保護者から聞こえてくる．子どもたち
が生涯にわたり健康な生活を送れるために，
学校，家庭，地域が連携し，咀嚼の啓発活動
を行っていくことが必要であると考える．
【方　法】
①かみかみ大使カミンの咀嚼啓発活動
②カミンこうや家庭用小袋の開発
③カミンの紙芝居の制作
　咀嚼の啓発活動として，今年度行った①か
ら③の活動について報告する．
①かみかみ大使カミンの咀嚼啓発活動
　カミンは平成27年度にかみかみゼミから誕
生し，３年目が過ぎた．今年度の主な活動は，
かみかみリレー（千栄小・喬木第二小・なか
よし保育園）長野県歯科医師会・下條村健康
祭り･ゆるキャラinリンゴ並木，本学の諸活
動への参加等である．また，今年度の長野県
ご当地ゆるキャラ総選挙（信濃毎日新聞社主
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催）では，アルクマに次いで２位（昨年４位）
になる等，様々な活動に参加することにより，
多方面から協力をいただき，カミンの知名度
が少しずつ上がってきているように思う．
②カミンこうや家庭用小袋の開発
　平成28年10月１日に販売された業務用カミ
ンこうやは，上下伊那の小中学校50校で給食
メニューに提供された．同時に咀嚼の効用や
大切さについてもお便り等で啓発してくれた
学校が多かった．そのような経過の中で，子
ども達や保護者から，家庭用小袋の販売を希
望する声があがってきた．咀嚼の啓発にも効
果的であると考え，旭松食品にお願いし，平
成29年９月19日小袋の販売が実現した．
〔カミンこうやレシピコンテストの実施〕
　飯田産業センター・旭松食品・本学家政学
科の連携で，カミンこうやを使ったレシピコ
ンテストを実施した．募集は下伊那地区の学
校給食担当者，高校生，本学学生とした．10
月１日に本学調理室で入賞者に集まってもら
い調理実演会と審査会を行い，最優秀賞他５
品を選び表彰した．結果は下伊那地区の学校
等に配布し，給食に反映してもらうようお願
いした．旭松食品にはレシピ集の作成をお願
いし，学校やカミンこうやの販売店に置き，
配布する予定である．
③カミンの紙芝居の制作
　低年齢からの咀嚼指導の重要性と，咀嚼の
効用や食べる時の良い姿勢についての子ども
向け視覚教材がないことから，保育園児から
小学校低学年向けの紙芝居の制作に取り組ん
だ．「カミンのかみかみ教室」と「カミンの
姿勢教室」である．保育園３園で実演し，良
く噛むことを呼びかけた．
【結　果】
　様々な咀嚼の啓発活動の継続により，地域
の子ども達の咀嚼の意識は少しずつ高まって
きているように思う．今後の咀嚼の啓発活動
は，子どもから高齢者までの口腔機能の低下
を予防するために，保・幼稚園，学校，地域，
歯科医師会，栄養士会，歯科衛生士会，看護
協会，介護支援専門員協会，食改等が連携し
て活動していくことが望まれ，重要になって
くると思う．
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卒業時における看護技術到達度の達成状況と今後の課題
原　典 子・鈴木真由美・山 下　梓・岩㟢みすず
【研究の背景】
　2007年厚生労働省は「看護基礎教育の充実
に関する検討会報告書」の中で「看護師教育
の技術項目と卒業時の到達度」（以下到達度
表）を示した．これは看護基礎教育終了時に
修得しておく必要がある，看護技術の種類と
到達度を明確に示したものである．本学では
卒業時の看護技術到達度を評価することは行
われておらず，臨地実習の現場に変化が起き
ている現状も踏まえ，看護技術の修得におけ
る教育の見直しのため，調査による分析が必
要と考えた．
【到達度表について】
　この到達度表は，13の大項目と142の小項
目からなり，すべての小項目には学生の到達
度が示されている．到達度はⅠ：単独で実施
できる，Ⅱ：看護師・教員の指導のもとで実
施できる，Ⅲ：学内演習で実施できる，Ⅳ：
知識としてわかる，のレベルである．
【研究の目的】
　本研究は到達度表にある到達度Ⅰ・Ⅱの計
88の小項目における技術到達状況を，学科独
